
FNW+と連動させた透析業務支援ソフトの開発と運用 
 
 
【はじめに】 
当院では2014年4月より日機装社製 透析通信システム「Future Net Web+（以下FN）」を導入した。 
FNを臨床で使用するにあたり、全ての機能が当院の業務形態に一致するという訳ではなかった。 
そこで、FNを透析情報データベースとして活用し、「サブシステム」という形で透析業務支援ソフトを 
独自開発した。 
 
【目的】 
サブシステムを当院に合わせて構築することにより、導入前の業務形態の流れを損なわず、 
安全かつ効率的に透析業務を遂行させる事を目的とした。 
 
【方法】 
既存のFNのシステムにMicrosoft Accessを利用してサブシステムを構築・連携させ、 
様々な機能を持たせることで透析業務支援ソフトとして活用している。 
また、スタッフへのサブシステム導入前後を比較検討するアンケートを実施した。 
 
【結果】 
FN導入後も手書きで行っていた業務をサブシステムと連動させることで、PC上で確認ができ 
業務の効率化・安全性の向上に貢献できた。アンケートにおいてもヒューマンエラーの軽減に 
役立つとういう結果が多数得られた。 
 
【考察】 
サブシステムはFNでは補えない細かな機能を有した透析業務支援ソフトとして有効であった。 
今後も更なる機能・精度向上に努めていきたい。 
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当院では2014年4月より日機装社製Future Net Web+ 

(以下FN）を導入した。 

 

しかし、FNの持つ機能だけでは 

当院の業務形態に全てが合うものではかった 

        ↓ 

FNを透析情報データベースとして活用し、 

業務支援ソフト「サブシステム」を独自開発 



導入以前の業務形態の流れを損なわないシステム 

⇩ 

ミスを誘発させない 

 

安全かつ効率的に透析業務を遂行 



Microsoft Accessを利用し「サブシステム」を構築・連携 
 
各PC上で透析情報管理できるような環境をつくり運用 

FNW＋サーバー サブシステムメインPC 

閲覧・入力 
（フロア各所に１０台） 



・HD 

終了順リスト 
治療中チェックリスト 
後体重誤差表 
前体重リスト 

患者情報編集 
HDスケジュール変更 
FNWより患者追加 

HDカード表示 
HDカード印刷前チェック 
HD日変更リスト 
HD開始時チェック用Bed表 
HD開始時チェック設定値表 

投薬チェックリスト 
ガスパージ完了チェック 

ダイアライザー準備リスト 
ダイアライザー変更リスト 

ベッド表リスト 
未投薬チェックﾘｽﾄ 

 

HD救急カード印刷 
X線照射録印刷 
検査依頼書印刷 
ダイアライザーﾘｽﾄ 

血液検査月別 
血液検査Dr用 
血液検査出力用 
血液検査項目別 

日別薬剤準備表 
月別薬剤準備表
投与薬剤一覧表 

・患者データ編集 

・スタッフ用 ・看護助手用 

・事務用 
・レポート 

・血液検査 ・薬剤準備 



手間と時間がかかる！！ 

変更がある場合にミスが起こりやすい！！ 
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・FN導入後、サブシステムを連動運用する事で 

 業務効率の向上に繋がった。 

 

・アンケートから８割以上のスタッフが臨床での 

 安全性の向上および、ヒューマンエラーの軽減に役立つ 

 という結果が得られた。 

 

・デメリットとして、システムトラブル時に対応できるスタッフが 

  限られている事。 
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